
部活動名

指導方針

男

女

マネ

計

平日

土・日

長期休業中

大会（発表会）

１年生

15

顧問から一言

自ら考え，自分たちで実行する科学活動ができる人となる

昨年度サイエンスチャレンジ岡山１位，甲子園全国大会出場
神戸大学「私の科学研究発表会」，生物系三学会（学会高校生研究
発表）等，いろいろな発表会に研究成果を発表
倉敷市の環境調査やイベントに参加等

活動内容

部員数 11

最近の戦績

なし(生徒会予算からの部費のみです)

学習活動に負担となる活動はしません。

12

３年生

0

12

○希望分野により，具体的な活動は，【物理班】･【化学班】･【生物
班】・【コンピュータ】の４班で活動を行っています。本年度はどの班も
活発に活動しています。
○水質調査を継続的に行う予定です。
○年間行事の中には，海岸実習(ウミホタル観察等)や研修旅行も盛り込んで
います。
※本年度からＳＳＨ４期の中核「アマキサイエンスサロンＡＳＳ」と連
携。

0

49

00

サイエンス部

必要経費

合計

10

22

その他
（特色ある活動）

0

11

２年生

15

部活動を通して，科学的思考・技術を自分たちで思考錯誤の中で体
感的に身につけていければ，本物になると思います。また新たな人
と人とのつながりも作りやすい場になっていると思います。

勉強との両立
のための工夫

定例の活動日は，月・水・金の放課後ですが，ほぼ毎日誰かが活動
しています。(活動場所は生物第２教室を中心に活動内容によって
色々に展開します。)

基本的には活動しません。

午前か午後か(部員と顧問で協議して決めます)

38

○昨年度サイエンスチャレンジ１位，→科学の甲子園全国大会出場（科学
の甲子園全国大会出場は３回の出場実績）
○一昨年，生物系三学会では奨励賞

東京大学，京都大学，大阪大学，国公立医学部を始め，常に７～８
割の人は希望通り国公立大学へ進学。９割を超える年もあります。

主なここ３カ年の進路先

1


